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望
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踏
ま
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周
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活
へ
の
影
響
に
配
慮
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調
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な
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的
に
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中
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け
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及
び
事
故
に
適
切
に
対
処
す
る
た

め
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関
係
機
関
と
の
間
で
所
要
の

連
絡
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

安
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等
に
努
め
る
こ
と
と
す

る
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４
週
間
以
内
を
維
持
す
る
。

　

・
訓
練
計
画
に
つ
い
て
、
事
前
に
地

元
自
治
体
へ
通
知
す
る
。

　

在
日
米
軍
の
再
編
に
伴
う
航
空
自
衛
隊
百

里
基
地
へ
の
米
軍
機
訓
練
移
転
に
つ
い
て
、

１
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日
、
茨
城
県
知
事
立
会
い
の
も
と
、

行
方
市
、
小
美
玉
市
、
鉾
田
市
の
３
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と
東

京
防
衛
施
設
局
と
の
間
で
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い
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ま
た
、
こ
の
協
定
に
基
づ
い
た
地
域
振
興

策
等
に
つ
い
て
、
３
市
は
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
た
要
望
書
を
個
別
に
提
出
し
て
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市
と
し
て
は
、
地
域
振
興
策
等
が
確
実
に

履
行
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
も
関
係
部
局
と
の

調
整
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

 協定の締結を終えて握手する徳地局長、島田市長、
 橋本知事、鬼沢市長、坂本市長 (左から)


